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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

おしらせ　
　ボックス

公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事

責
任
技
術
者
及
び
指
定
工
事

店
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

☆
公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工

事
責
任
技
術
者
と
し
て
の
被
登
録

資
格
を
有
す
る
方
で
、
市
に
責
任

技
術
者
及
び
指
定
工
事
店
の
登
録

（
新
規
・
更
新
）
を
希
望
さ
れ
る
方

■
責
任
技
術
者
の
受
付
期
間

１
月
10
日
㊋
～
20
日
㊎

■
指
定
工
事
店
の
受
付
期
間

１
月
30
日
㊊
～
２
月
10
日
㊎

■
申
請
書
配
布
・
受
付
場
所

　

申
請
書
は
、
下
記
及
び
各
行
政

局
住
民
福
祉
課（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
配
布
し
ま
す
が
、
提
出
は
環
境

物
品
入
札
参
加
者
等
追
加
登

録
の
受
付
を
し
ま
す

■
受
付
期
間

２
月
１
日
㊌
～
28
日
㊋

☆
下
記
及
び
各
行
政
局
総
務
課

（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）

☆
市
が
発
注
す
る
物
品
（
食
料
品

を
除
く
。）
及
び
役
務
等
（
警
備
・

物
品
賃
貸
・
集
団
健
康
診
査
等
）

の
業
務
を
受
注
し
よ
う
と
す
る
事

業
者
は
、
物
品
入
札
参
加
者
等
と

し
て
の
登
録
が
必
要
で
す
。

■
提
出
方
法

◇
市
内
に
本
店
及
び
営
業
所
の
あ
る

事
業
者
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
右
記
以
外
の
事
業
者
は
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て
く

ヨ
ー
ガ
体
験
講
座
を
開
催
し

ま
す

☆
２
月
11
日
㊏
㊗

☆
13
時
30
分
～
15
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
「
交

流
ホ
ー
ル
」

☆
身
体
を
整
え
る
と
と
も
に
心
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
整
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
講
師　

宮
永 

昌
幸 

さ
ん
（
日

本
ヨ
ー
ガ
療
法
学
会 

認
定
ヨ
ー

ガ
療
法
士
）

☆
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

☆
30
名
［
先
着
］

☆
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚･

お
茶
（
水

分
補
給
）･

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
お
持

ち
の
方
）

■
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装

☆
１
月
16
日
㊊
か
ら
、
左
記
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

が
優
先
と
な
り
ま
す
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

﹁
き
し
ゅ
う
君
の
防
犯
メ
ー

ル
﹂
の
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す

　

和
歌
山
県
警
察
で
は
、
事
件
・

事
故
の
未
然
防
止
や
自
主
的
な
防

犯
対
策
に
ご
活
用
い
た
だ
く
た

め
、
電
子
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
き
し
ゅ
う
君
の
防
犯
メ
ー
ル
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
し
て
い
る
内
容
は
、
防
犯

情
報
・
子
供
の
安
全
情
報
・
交
通

関
係
情
報
・
警
察
か
ら
の
お
知
ら

せ
・
重
要
事
件
手
配
情
報
の
５
つ

か
ら
選
択
で
き
、
受
信
希
望
時
間

や
必
要
な
地
域
（
警
察
署
管
内
）

も
選
択
可
能
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

■
試
験
日　

１
月
22
日
㊐

☆
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
（
和
歌

山
市
築
港
1
―

14
―

6
）

☆
任
期
制
の
自
衛
官
と
し
て
任
官

す
る
前
に
、
自
衛
官
と
し
て
必
要

な
基
礎
的
教
育
訓
練
に
専
念
す
る

た
め
の
採
用
制
度
で
す
。

　

採
用
さ
れ
る
と
陸
上
・
海
上
・

航
空
「
自
衛
官
候
補
生
」（
特
別

職
国
家
公
務
員
）
に
任
命
さ
れ
、

自
衛
官
と
し
て
の
必
要
な
基
礎
的

教
育
訓
練
を
約
３
か
月
受
け
た

後
、
２
等
陸･

海･

空
士
に
任
用

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
陸
上
自
衛
隊
は
１
年

９
か
月
、
海
上･

航
空
自
衛
隊
は

２
年
９
か
月
の
任
期
制
コ
ー
ス
に

な
り
ま
す
。

☆
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
日

本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い

方
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

１
月
20
日
㊎
ま
で
［
必
着
］

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部
田
辺
地
域
事
務
所
（
下
万
呂

５
６
４
―

２　

宮
本
ビ
ル
）

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

☆http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
各

種
講
座
を
開
催
し
ま
す

【
①
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
講
座
】

☆
1
月
28
日
㊏

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
交

流
ホ
ー
ル
」

☆
人
生
90
年
と
い
わ
れ
る
超
高
齢

化
社
会
と
家
族
構
成
の
変
化
に
伴

い
、今
や
誰
も
が
直
面
す
る
介
護
。

老
々
介
護
や
実
子
介
護
等
、
介
護

を
す
る
30
％
は
男
性
、
ま
た
介
護

を
理
由
と
し
た
離
職
者
数
が
増
加

し
、
仕
事
と
の
両
立
も
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
講
師

か
ら
、
介
護
の
現
状
と
共
に
支
え

合
う
介
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
す
。

　

男
性
介
護
者
（
ケ
ア
メ
ン
）
の

方
々
や
介
護
を
担
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
将
来
の
介
護
に
関
心
や
不
安

の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
演
題　
『
ケ
ア
メ
ン
が
担
う
家

族
の
介
護　

～
介
護
と
仕
事
の
両

立
を
考
え
る
～
』

◇
講
師　

津つ
ど
め止 

正
敏 

さ
ん
（
立

命
館
大
学
教
授
・「
男
性
介
護
者

と
支
援
者
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
事
務
局
長
）

☆
50
名
［
先
着
］

【
②
男
女
共
同
参
画
推
進
員
企
画

料
理
教
室
】

☆
2
月
5
日
㊐

☆
10
時
30
分
～
13
時
30
分
頃

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階 

「
調

理
実
習
室
」

☆
あ
な
た
も
お
料
理
男
子
！ 

バ
レ

ン
タ
イ
ン
に
向
け
て
簡
単
ス
ペ
イ

ン
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

◇
演
題　
『
パ
パ
ッ
と
で
き
る
ス

ペ
イ
ン
風
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
』

◇
メ
ニ
ュ
ー　

パ
エ
リ
ア
・
チ
ュ

ロ
ス 

等

◇
講
師　

田
辺
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
田
辺
支
部

☆
20
名
［
先
着
］

☆
５
０
０
円
（
当
日
受
付
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。）

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ス
リ
ッ

パ
・
手
拭
き
・
筆
記
用
具

【
③
男
女
共
同
参
画
連
絡
会
企
画

講
座
】

☆
2
月
19
日
㊐

各
種
生
ご
み
処
理
機
器
の
購

入
費
を
一
部
補
助
し
ま
す

　

処
理
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
各
家
庭
の
ご
み
を
減
ら
し
、

生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て
再
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
交
付
要
件　

市
内
に
住
民
票
の

あ
る
世
帯
の
世
帯
主
が
、
市
内
の

販
売
店
で
処
理
機
器
を
購
入
し

（
通
信
販
売
や
ネ
ッ
ト
販
売
は
対

象
外
）、
市
内
に
設
置
す
る
こ
と

■
補
助
対
象
機
器　

密
閉
式
バ
ケ

ツ
容
器
・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
・
電

気
式
生
ご
み
処
理
機　

■
補
助
金
額　

本
体
価
格
（
購
入

価
格
か
ら
消
費
税
及
び
配
達
料
等

を
除
く
額
）
の
２
分
の
１
以
内
で

上
限
は
２
万
円
（
１
０
０
円
未
満

は
切
捨
て
）

■
補
助
対
象
個
数　

１
世
帯
に
つ

き
１
基
（
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
先
着
順
）

☆
処
理
機
器
を
購
入
す
る
前
に
指

定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
３
月
中
頃
ま
で
に
、
下

記
へ
郵
送
又
は
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、
玄
関
案

内
係
（
本
庁
舎
２
階
）・
健
康
増

進
課（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）・

各
行
政
局
・
各
連
絡
所
（
万
呂
、

ひ
が
し
、
三
栖
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
含
む
。）・
廃
棄
物
処
理

課
（
市
ご
み
処
理
場
）・
水
道
事

だ
さ
い
。

■
登
録
の
有
効
期
間

４
月
1
日
～
平
成
31
年
3
月
31
日

■
申
請
書
類　

市
が
指
定
す
る
様

式
、
別
に
定
め
る
必
要
書
類

■
要
項
の
配
布　

左
記
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
郵
送
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
文
書

が
入
る
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
契
約
課 

契
約
管
財
係

（
本
庁
舎
3
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
４

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/keiyaku/index.htm
l

課
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
の
場
合
、

専
属
の
技
術
者
、
市
内
に
営
業
所

が
あ
る
こ
と
等
、
指
定
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
間
中
に
登
録
さ
れ
な
い
場
合

　

現
在
、
市
に
責
任
技
術
者
及
び

指
定
工
事
店
の
登
録
が
あ
り
、
登

録
期
限
が
平
成
29
年
３
月
31
日
の

方
は
、
責
任
技
術
者
証
及
び
指
定

工
事
店
証
が
失
効
し
ま
す
の
で
、

必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
環
境
課 

生
活
排
水
係

（
本
庁
舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

　

な
お
、
送
受
信
時
の
通
信
料
等

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

登
録
（
変
更･

解
除
）
を
行
う

に
は
、
配
信
を
受
け
た
い
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
か
ら
、
左
記
の
ア
ド
レ

ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

　

案
内
メ
ー
ル
が
自
動
返
信
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た

U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
、
手
順
に

従
っ
て
操
作
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
パ
ソ
コ
ン
か
ら　

☆touroku@
kisyuukun-m

l.
police.pref.w

akayam
a.lg.jp

◇
携
帯
電
話
か
ら　

☆touroku-m
@

kisyuukun-
m

l.police.pref.w
akayam

a.
lg.jp◇

携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

 ☆
◇
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

犯
罪
抑
止
総
合
対
策
室

☎
０
７
３
（
４
２
３
）
０
１
１
０

◇
田
辺
地
区
防
犯
協
議
会
（
自
治

振
興
課
市
民
生
活
係
内
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

業
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
廃
棄
物
処
理
課 

廃
棄
物
対
策
係

〒
６
４
６
―

０
０
５
３

元
町
２
２
９
１
―

6

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

☆http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/

seisou/recycle/nam
agom

i.htm
l

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階 

「
交

流
ホ
ー
ル
」

☆
大
人
が
元
気
に
機
嫌
よ
く
過
ご

す
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
き
っ
と

幸
せ
を
感
じ
て
く
れ
ま
す
。
子
育

て
や
日
常
生
活
の
モ
ヤ
モ
ヤ
か
ら

ス
ッ
キ
リ
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、

気
楽
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
い
ろ
ん
な
気
付
き
と
生
き
や

す
さ
の
コ
ツ
を
見
付
け
ま
せ
ん

か
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
演
題　

気
楽
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
男
女
共
同
参
画
『
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
～
大

人
の
H
a
p
p
y
は
子
ど
も
の

H
a
p
p
y
～
』

◇
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー　

須
本 

起
代
子 

さ
ん
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ブ

レ
イ
ク
あ
い
・
あ
い 

代
表
）

☆
20
名
［
先
着
］

【
各
講
座
の
共
通
事
項
】

☆
1
月
4
日
㊌
か
ら
、
電
話
・

F
A
X
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

無
料
。
対
象
は
小

学
3
年
生
ま
で
で
、定
員
は
10
名
。

①
は
1
月
17
日
㊋
、
②
は
1
月
25

日
㊌
、
③
は
2
月
8
日
㊌
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
８
３
２
３

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp
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　 お し ら せ ボ ッ ク ス 　

～ 1月の納税等～～田辺市の人口～
（平成 28年 11月末現在）

■市県民税 普通徴収…第 4期分、給与特別徴収分…12月徴収分
■国保税 普通徴収…第 7期分
■介護保険料 普通徴収…第 7期分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 7期分
※納期限を過ぎて納付されますと、督促手数料及び延滞金を加算
する場合があります。

36,075 人
40,478 人
76,553 人
35,543 世帯
       51 人

前月比
（－ 14）
 （－ 15）
（－ 29）
 （－ 5）

（男25･　女26）

  男
  女
  計
世帯
出生

今年度の年末年始の閉庁は
一部の業務を除き

12月29日㊍～1月3日㊋です。

年末年始の
閉庁について

暮
ら
し
に
役
立
つ
講
座　
﹁
子

供
の
事
故
防
止
﹂
を
開
催
し

ま
す

☆
1
月
19
日
㊍

☆
13
時
30
分
～
15
時

☆
た
な
べ
る
２
階　
「
大
会
議
室
」

☆
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
事
故

に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、

小
さ
い
子
供
た
ち
を
危
険
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

■
講
師　

健
康
増
進
課 

保
健
師

☆
50
名
［
先
着
］（
子
供
同
伴
可
）

☆
市
立
図
書
館

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
０
６
９
７

た
な
べ
る
開
館
5
周
年
記
念

事
業　

読
書
講
演
会
を
開
催

し
ま
す

☆
2
月
4
日
㊏

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
た
な
べ
る
２
階　
「
大
会
議
室
」

☆
「
た
な
べ
る
」
開
館
５
周
年
を

記
念
し
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
を
お
迎
え
し
て
読
書
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

◇
演
題　
「
本
を
書
く
楽
し
さ
」

◇
講
師　

佐
山 

和
夫 

さ
ん

☆
70
名
［
先
着
］

☆
1
月
17
日
㊋
か
ら
、
左
記
へ
電

話
又
は
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☆
市
立
図
書
館

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
０
６
９
７

講
演
会　

新
春
吉
例
﹁
十
二

支
考
﹂
輪
読　
︱

鶏
に
関
す
る

民
俗
と
伝
説
︱

を
開
催
し
ま
す

☆
１
月
７
日
㊏

☆
14
時
～
16
時
（
予
定
）

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館
１
階 

「
学
習

室
」

☆
今
回
は
、
平
成
29
年
の
十
二
支

「
酉と

り

」
に
関
し
た
南
方
熊
楠
の
論

文
「
鶏
に
関
す
る
民
俗
と
伝
説
」

を
テ
ー
マ
に
、
酉
年
生
ま
れ
の
研

究
者
を
お
迎
え
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
講
師　

菊
地 

暁あ
き
ら 

さ
ん
（
京
都

大
学 

人
文
科
学
研
究
所
助
教
）

道み
ち
あ
き明 

熙ひ
ろ
し 

さ
ん
（
南
方
熊
楠
顕
彰

会 

学
術
部
副
部
長
）

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☎
０
７
３
９
（
２
6
）
9
9
0
9

﹁
我
が
家
の
防
災
サ
バ
イ
バ
ル

ク
ッ
キ
ン
グ
﹂
の
受
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
毎
年
９
月

の
第
1
㊐
を
「
家
族
で
考
え
る
防

災
の
日
」
と
位
置
付
け
、
各
種
行

事
を
通
じ
て
、
市
民
の
防
災
意
識

の
向
上
、
防
災
知
識
の
普
及
を

図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
今
年
度
は
市
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
各
家
庭
で
災
害
時

に
備
え
た
備
蓄
品
で
作
る
「
我

が
家
の
防
災
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ

キ
ン
グ
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

５
５
５
点
も
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
発
想
が
豊
か
で
、

災
害
時
に
役
立
つ
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た

が
、
審
査
の
結
果
、
大
賞
（
小
学

生
の
部
１
名
、中
学
生
の
部
１
名
）

及
び
入
選
（
小
学
生
の
部
８
名
、

中
学
生
の
部
12
名
）
を
決
定
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

市
役
所
職
員
を
か
た
る
不
審

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

県
下
各
地
で
市
役
所
職
員
を
か

た
る
不
審
電
話
が
、
相
次
い
で
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
口
は
、「
医
療
費
の
還
付
金

が
あ
る
。
今
日
中
に
手
続
し
な
い

と
い
け
な
い
の
で
、
振
込
み
先
の

金
融
機
関
名
を
教
え
て
ほ
し
い
」

等
と
言
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）
に
誘
導
し
、
お

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
市
内
で
も
同
じ
事
例
の

商
工
業
診
断
指
導
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す

☆
こ
の
事
業
は
、経
営
の
近
代
化
、

合
理
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん

に
、
専
門
家
で
あ
る
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
直
接
指
導
を
行
う
も

の
で
す
。

☆
市
内
の
中
小
事
業
者

■
診
断
項
目　

販
売
管
理
・
仕
入

管
理
・
店
舗
管
理
・
生
産
管
理
・

財
務
管
理　

等

■
診
断
経
費　

無
料
（
た
だ
し
、

診
断
内
容
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

☆
◇
商
工
振
興
課 

商
工
労
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp
/sh

o
u

ko
u

/jib
asan

_
syoukousinkou.htm

l

◇
田
辺
商
工
会
議
所

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
０
６
４

◇
牟
婁
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
３
５
）
１
１
１
０

◇
龍
神
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
４
７
２

◇
中
辺
路
町
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
１
０
０
２

◇
大
塔
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
４
９
）
０
１
７
１

◇
本
宮
町
商
工
会

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
０
２
６
９

吉
野
熊
野
国
立
公
園
指
定
80

周
年
＆
拡
張
記
念　

自
然
観

察
教
室
﹁
野
鳥
の
観
察
﹂
を

開
催
し
ま
す

☆
１
月
22
日
㊐

☆
９
時
30
分
～
12
時

☆
高
山
寺
～
会
津
川

☆
高
山
寺
境
内

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ

ン
タ
ー
専
門
員　

等

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般　
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

☆
筆
記
用
具
・
双
眼
鏡
が
あ
れ
ば

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
服
装
等　

長
靴
・
手
袋
・
防
寒

の
準
備
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

☆
前
日
ま
で
に
、参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
は
が

き
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
㊗
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）

電
話
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
等
の
公
的
な
機
関
が
電

話
で
、「
携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
「
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
還
付
手
続
が
で
き
ま
す
よ
」

な
ど
と
指
示
を
し
て
き
た
ら
、
そ

れ
は
詐
欺
で
す
。
だ
ま
さ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
か
ら
「
還
付
」「
払
い

戻
し
」「
過
払
い
」
等
の
電
話
が

掛
か
っ
て
き
た
ら
一
度
電
話
を

切
っ
て
、
市
役
所
の
担
当
部
署
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
や
市
役
所

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い

高
齢
者
は
、
こ
う
し
た
詐
欺
で
狙

わ
れ
や
す
い
の
で
、
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
見
守
り
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
声

掛
け
や
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ

た
ら
早
め
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

☆
◇
田
辺
警
察
署

☎
０
７
３
９
（
２
３
）
０
１
１
０

◇
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

■
大
賞

◇
小
学
生
の
部

・
芳
養
小
学
校
６
年　

山
本 

凌
馬

「
カ
レ
ー
サ
バ
飯
」　

◇
中
学
生
の
部

・
明
洋
中
学
校
３
年　

田
中 

優
茉

「
サ
バ
イ
バ
ル
ピ
ラ
フ
」　

※
写
真
は
、
レ
シ
ピ
に
沿
っ
て
事

務
局
で
調
理
し
た
も
の
で
す
。

■
入
選

◇
小
学
生
の
部

・
田
辺
第
二
小
学
校
５
年　

木
藤 

未
空　
「
ヘ
ル
シ
ー
お
好
み
（
お

好
み
焼
）」

・
田
辺
第
二
小
学
校
５
年　

南 

杏

奈　
「
サ
バ
イ
バ
ル　

白
ご
は
ん

＆
ス
ー
プ
」

・
田
辺
第
二
小
学
校
５
年　

石
井 

希
穂　
「
サ
バ
イ
バ
ル
や
き
た
て

パ
ン
」

・
田
辺
第
三
小
学
校
６
年　

中
島 

紳
太
朗　
「
元
気
ア
ッ
プ
も
ち
ぜ

ん
ざ
い
」

・
芳
養
小
学
校
４
年　

山
根 

史
也

「
く
る
く
る
ピ
ザ
」

・
上
秋
津
小
学
校
６
年　

箱
嶋 

優

吏　
「
お
ふ
の
カ
レ
ー
リ
ゾ
ッ
ト
」

・
上
山
路
小
学
校
４
年　

古
久
保 

遥
菜　
「
丸
太
コ
ン
ロ
で
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
」

・
咲
楽
小
学
校
３
年　

本
松 

蒼　

「
た
き
火
で
竹
パ
ン
」

◇
中
学
生
の
部

・
明
洋
中
学
校
１
年　

岩
井 

明
日

香　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
で

☆
簡
単
和
風
パ
エ
リ
ア
」

・
明
洋
中
学
校
３
年　

武
田 

朋
也

「
ツ
ナ
カ
ン
パ
ン
カ
レ
ー
」

・
明
洋
中
学
校
３
年　

田
ノ
岡 

航

「
さ
ば
の
水
煮
缶
の
み
そ
汁
」

・
明
洋
中
学
校
３
年　

青
山 

泰
樹

「
サ
バ
イ
バ
ル
切
干
大
根
」

・
衣
笠
中
学
校
１
年　

沖 

恵
伍　

「
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
お
に
ぎ
り
」

・
上
秋
津
中
学
校
２
年　

中
川 

智

貴　
「
も
ち
っ
と
p
i
zz
a
」

・
上
秋
津
中
学
校
２
年　

田
中 

詩

乃　
「
あ
げ
な
い
コ
ロ
ッ
ケ
？
～

お
こ
の
み
や
き
風
～
」

・
中
芳
養
中
学
校
２
年　

溝
端 

大

力　
「
鯖
缶
ハ
ン
バ
ー
グ
」

・
中
芳
養
中
学
校
２
年　

岡
﨑 

ひ

な
た　
「
紀
南
の
梅
ぼ
し
水
と
ん

あ
え
」

・
中
芳
養
中
学
校
２
年　

坂
本 

麗

奈　
「
梅
干
し
の
力
」

・
中
芳
養
中
学
校
３
年　

薮
中 

開

地　
「
米
粉
で
作
る
乾
パ
ン
」

・
中
辺
路
中
学
校
２
年　

坂
本 

真

織　
「
防
災
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」

☆
防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
防

災
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
６

　

台
風
や
地
震
、
津
波
等

の
災
害
発
生
時
に
、
F
M 

T
A
N
A
B
E（
F
M
８
８
．
５
）

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
災

害
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

放
送
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ

オ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

 

企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

■
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ

　

 http://www.sim
ulradio.info/

index.htm
l#kinki

災
害
発
生
時
の
情
報
提
供


